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「
天
稚
御
子
像
」
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
　
―
「
天
若
日
子
」
か
ら
「
天
稚
御
子
」
へ
―
勝
俣
隆
　
中
世
小
説
「
天
母
御
子
」
の
「
天
稚
系
」
「
七
夕
系
」
の
い
ず
れ
に
も
、
主
人
公
と
し
て
、
「
天
稚
御
子
」
が
登
場
す
る
。
こ
の
墨
黒
御
子
が
、
古
く
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
の
「
天
若
日
子
（
天
稚
彦
）
」
に
由
来
す
る
こ
と
は
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
記
紀
神
話
の
「
天
若
日
子
（
天
稚
彦
）
」
と
中
世
小
説
の
「
天
々
御
子
」
は
、
そ
の
性
格
等
、
微
妙
な
点
に
差
異
が
あ
る
こ
と
も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
い
か
な
る
経
緯
を
経
て
、
上
代
の
文
学
か
ら
、
中
世
の
文
学
へ
と
、
魚
串
御
子
像
が
継
承
さ
れ
、
ま
た
、
推
移
し
て
き
た
の
か
は
、
十
分
な
検
討
が
待
た
れ
る
課
題
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
様
々
な
観
点
か
ら
、
こ
の
課
題
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
一
、
記
紀
神
話
の
「
裏
革
日
子
（
天
稚
彦
）
」
像
　
中
世
の
「
天
稚
御
子
像
」
の
原
型
と
な
っ
た
、
上
代
の
「
天
若
日
子
（
天
稚
彦
）
」
像
か
ら
、
先
ず
考
察
し
た
い
。
後
代
の
変
化
し
た
姿
の
意
味
を
探
る
に
は
、
先
ず
、
原
初
の
姿
を
正
し
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
古
事
記
の
天
若
日
子
は
、
次
の
如
く
描
か
れ
て
い
る
（
↓
。
　
是
を
以
ち
て
高
御
産
白
日
神
、
天
照
大
御
神
、
亦
諸
の
黙
坐
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、
「
葦
原
中
国
に
遣
は
す
る
天
学
士
神
、
久
し
く
復
奏
さ
ず
。
亦
何
れ
の
神
を
使
は
さ
ば
塞
け
む
。
」
と
と
ひ
た
ま
ひ
き
。
爾
に
思
金
神
、
答
へ
白
し
し
く
、
「
天
津
国
玉
神
の
子
、
天
治
日
子
を
遣
は
す
べ
し
。
」
と
ま
を
し
き
。
故
爾
に
天
濃
墨
迦
古
謡
、
宿
世
波
波
矢
を
天
若
日
子
に
賜
ひ
て
遣
は
し
き
。
是
に
天
若
日
子
、
其
の
国
に
降
り
到
る
即
ち
、
大
国
主
神
の
女
、
下
墨
比
売
を
嬰
し
、
亦
其
の
国
を
獲
む
と
慮
り
て
、
八
年
に
至
る
ま
で
復
奏
さ
ざ
り
き
。
故
爾
に
天
照
大
御
神
、
…
…
「
天
若
日
子
久
し
く
復
奏
さ
ず
。
又
理
れ
の
神
を
遣
は
し
て
か
、
天
華
日
子
が
滝
留
ま
る
所
由
を
問
は
む
。
」
と
と
ひ
た
ま
ひ
き
。
爾
に
諸
の
神
及
び
思
金
神
、
「
錐
、
名
は
鳴
女
を
遣
は
す
べ
し
。
」
と
答
へ
白
し
し
時
に
、
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
行
き
て
天
若
日
子
に
問
は
む
状
は
、
「
汝
を
葦
原
中
国
に
使
は
す
る
所
以
は
、
其
の
国
の
荒
振
る
神
等
を
、
言
趣
け
和
せ
と
な
り
。
何
に
か
八
年
に
至
る
ま
で
復
奏
さ
ざ
る
。
」
と
と
へ
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
　
故
塁
に
鳴
女
、
天
よ
り
降
り
到
り
て
、
天
若
日
子
の
門
な
る
湯
津
楓
の
上
に
居
て
、
委
曲
に
天
つ
神
の
蹴
り
た
ま
ひ
し
命
の
組
置
ひ
き
。
爾
に
天
佐
具
売
、
此
の
鳥
の
言
ふ
こ
と
を
聞
き
て
、
天
若
日
子
に
語
り
て
言
ひ
し
く
、
「
此
の
鳥
は
、
其
の
鳴
く
音
甚
悪
し
。
故
、
射
殺
す
べ
し
。
」
と
云
ひ
勝
　
俣
“
「
天
稚
御
子
像
」
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
五
十
五
号
二
進
む
る
即
ち
、
天
馬
日
子
、
天
つ
神
の
賜
へ
り
し
天
再
呈
士
弓
、
天
之
加
久
矢
を
持
ち
て
、
其
の
錐
を
射
殺
し
き
。
爾
に
其
の
矢
、
錐
の
胸
よ
り
通
り
て
、
逆
に
射
上
げ
ら
え
て
、
天
安
河
の
河
原
に
坐
す
天
照
大
御
神
、
高
木
神
の
御
所
に
奔
り
き
。
是
の
高
木
神
は
、
高
御
産
巣
山
神
の
別
の
名
ぞ
。
故
、
高
木
神
、
其
の
矢
を
取
り
て
試
し
た
ま
へ
ば
、
血
、
其
の
矢
の
羽
に
著
け
り
。
是
に
高
木
神
、
「
此
の
矢
は
、
天
若
日
子
に
賜
へ
り
し
矢
ぞ
。
」
と
告
り
た
ま
ひ
て
、
…
…
「
謁
し
、
掛
構
日
子
、
命
を
診
た
ず
、
悪
し
き
神
を
射
つ
る
矢
の
至
り
し
な
ら
ば
、
天
若
日
子
に
中
ら
ざ
れ
。
賢
し
邪
き
心
有
ら
ば
、
天
若
日
子
此
の
矢
に
麻
賀
州
。
」
と
云
ひ
て
、
其
の
矢
を
取
り
て
、
其
の
矢
の
穴
よ
り
衝
き
返
し
下
し
た
ま
へ
ば
、
天
若
日
子
が
朝
床
に
書
し
高
胸
坂
に
中
り
て
死
に
き
。
…
…
　
故
、
天
若
日
子
の
妻
、
下
照
比
売
の
刷
く
声
、
風
の
与
響
き
て
天
に
到
り
き
。
是
に
天
在
る
天
蓋
日
子
の
父
、
天
津
国
玉
神
及
其
の
妻
子
聞
き
て
、
降
り
来
て
実
き
悲
し
み
て
、
乃
ち
其
処
に
喪
屋
を
作
り
て
、
面
立
を
岐
佐
理
持
と
為
、
…
…
日
八
日
置
八
夜
を
遊
び
き
。
　
此
の
時
、
阿
遅
志
貴
高
日
子
根
神
到
て
、
天
保
日
子
の
喪
を
弔
ひ
た
ま
ふ
時
に
、
天
よ
り
降
り
到
つ
る
懸
崖
日
子
の
父
、
亦
其
の
妻
、
…
…
「
我
が
子
は
死
な
ず
て
有
り
げ
り
。
我
が
君
は
死
な
ず
て
坐
し
け
り
。
」
と
云
ひ
て
、
手
足
に
取
り
懸
り
て
実
き
悲
し
み
き
。
其
の
過
ち
し
所
以
は
、
此
の
二
更
の
神
の
容
姿
、
甚
能
く
相
似
た
り
。
…
…
是
に
阿
遅
志
貴
高
日
子
根
神
、
大
く
怒
り
て
日
ひ
し
く
、
「
我
は
愛
し
き
友
な
れ
こ
そ
弔
ひ
来
つ
れ
。
何
と
か
も
吾
を
帯
き
死
人
に
比
ぶ
る
。
」
と
云
ひ
て
、
…
…
肖
り
て
飛
び
去
り
し
時
、
其
の
伊
呂
妹
、
高
比
売
命
、
其
の
御
名
を
顕
さ
む
と
思
ひ
き
。
故
、
歌
ひ
し
く
、
　
　
天
な
る
や
　
弟
棚
機
の
　
項
が
せ
る
　
玉
の
御
統
　
御
統
に
　
　
宝
玉
は
や
　
み
谷
　
照
渡
ら
す
と
う
た
ひ
き
。
此
の
歌
は
夷
振
な
り
。
阿
遅
志
貴
高
　
日
子
根
の
神
ぞ
　
こ
こ
で
は
、
天
若
日
子
は
、
天
津
国
玉
神
の
子
で
、
天
上
の
高
天
原
か
ら
、
地
上
の
葦
原
中
国
を
平
定
す
る
た
め
に
遣
わ
さ
れ
た
神
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
天
若
日
子
は
、
大
国
主
神
の
女
、
下
照
比
売
と
結
婚
し
、
天
つ
神
の
命
令
に
従
わ
ず
、
葦
原
中
国
を
我
が
物
と
し
ょ
う
と
し
た
逆
臣
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
最
後
に
は
、
自
ら
が
蒔
い
た
種
で
命
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
日
本
書
紀
本
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
故
、
高
皇
産
霊
尊
、
更
に
諸
神
を
会
へ
て
、
当
に
遣
す
べ
き
者
を
問
は
せ
た
ま
ふ
。
余
日
さ
く
、
「
天
国
玉
の
上
天
稚
彦
、
是
壮
士
な
り
。
試
み
た
ま
へ
」
と
ま
う
す
。
是
に
、
高
皇
産
霊
尊
、
天
稚
彦
に
天
鹿
児
思
及
び
天
羽
羽
矢
を
賜
ひ
て
遣
す
。
此
の
神
、
亦
忠
誠
な
ら
ず
。
来
到
り
て
即
ち
顕
国
玉
の
女
子
下
照
姫
、
亦
の
名
は
高
姫
、
亦
の
名
は
稚
国
玉
、
を
婁
り
て
、
因
り
て
留
直
り
て
曰
は
く
、
「
吾
葦
原
中
国
を
駅
ら
む
と
欲
ふ
」
と
い
ひ
て
、
遂
に
復
命
さ
ず
。
是
の
時
に
、
高
齢
産
霊
尊
、
其
の
久
報
に
来
ざ
る
こ
と
を
怪
び
て
、
即
ち
無
名
雄
を
遣
し
て
、
豪
し
め
た
ま
ふ
。
其
の
雑
飛
び
降
り
て
、
天
稚
彦
が
門
の
前
に
植
て
る
湯
津
接
木
の
秒
に
止
り
。
時
に
天
探
女
見
て
、
天
稚
彦
に
陥
り
て
曰
は
く
、
「
奇
し
き
鳥
来
て
杜
の
抄
に
居
り
」
と
い
ふ
。
天
稚
彦
、
乃
ち
高
持
産
霊
尊
の
賜
ひ
し
天
聴
児
弓
・
天
羽
羽
矢
を
取
り
て
、
錐
を
射
て
等
し
つ
。
其
の
矢
雄
の
胸
を
洞
達
り
て
、
高
皇
産
霊
尊
の
坐
し
ま
す
前
に
至
る
。
時
に
高
皇
産
霊
尊
、
其
の
矢
を
見
し
て
曰
は
く
、
「
是
の
矢
は
、
昔
我
が
天
稚
彦
に
賜
ひ
し
矢
な
り
。
血
、
其
の
矢
に
痴
れ
た
り
。
蓋
し
国
神
と
相
戦
ひ
て
然
る
か
」
と
の
た
ま
ふ
。
是
に
、
矢
を
取
り
て
投
げ
下
し
た
ま
ふ
。
其
の
重
落
ち
下
り
て
、
則
ち
天
稚
彦
が
胸
上
に
中
ち
ぬ
。
時
に
、
天
稚
彦
、
新
嘗
し
て
休
臥
せ
る
時
な
り
。
矢
に
中
り
て
立
に
死
ぬ
。
…
…
天
稚
彦
が
妻
下
調
姫
、
突
き
泣
ち
悲
哀
び
て
、
声
天
に
達
ゆ
。
天
国
玉
、
其
の
契
ぶ
声
を
聞
き
て
、
則
ち
夫
の
天
稚
彦
の
已
に
遜
れ
た
る
こ
と
を
知
り
て
、
乃
ち
疾
風
を
遣
し
て
、
戸
を
挙
げ
て
天
に
致
さ
し
む
。
便
ち
喪
屋
を
造
り
て
積
す
。
…
…
八
日
八
夜
、
暗
び
契
き
悲
し
び
歌
ぶ
。
　
是
よ
り
先
、
天
稚
彦
、
葦
原
中
国
に
在
り
し
と
き
に
、
味
霜
葉
彦
根
神
と
当
身
し
か
り
き
。
故
、
味
霜
高
彦
根
神
、
天
に
昇
り
て
喪
を
弔
ふ
。
時
に
、
此
の
神
の
容
貌
、
正
に
天
稚
彦
が
平
生
の
儀
に
類
た
り
。
故
、
天
稚
彦
が
親
属
妻
子
皆
謂
は
く
、
「
吾
が
君
は
猶
在
し
ま
し
け
り
」
と
い
ひ
て
、
則
ち
衣
帯
に
蓼
ぢ
親
り
、
且
喜
び
且
働
ふ
。
時
に
味
霜
高
彦
根
神
、
盆
然
作
超
し
て
曰
は
く
、
「
朋
友
の
道
、
理
相
弔
ふ
べ
し
。
故
、
汚
凝
し
き
に
悼
ら
ず
し
て
、
遠
く
よ
り
赴
き
尊
ぶ
。
何
為
れ
か
我
を
亡
者
に
誤
つ
」
と
い
ひ
て
、
…
…
帯
劒
か
せ
る
大
葉
刈
、
…
…
を
抜
き
て
、
喪
屋
を
研
り
朴
せ
つ
。
此
即
ち
落
ち
て
山
と
為
る
。
今
美
濃
国
の
黒
印
川
之
上
に
在
る
喪
山
、
是
な
り
。
（
神
代
下
、
第
九
段
、
本
文
）
　
日
本
書
紀
本
文
で
も
、
古
事
記
と
ほ
と
ん
ど
同
内
容
で
、
天
上
界
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
天
稚
彦
は
天
上
界
に
と
っ
て
反
逆
者
で
あ
り
、
自
業
自
得
で
命
を
落
と
す
。
こ
れ
は
、
日
本
書
紀
の
一
書
第
一
で
も
、
同
様
で
あ
る
。
　
天
照
大
神
、
天
稚
彦
に
書
し
て
日
は
く
、
「
豊
葦
原
中
国
は
、
是
吾
が
児
の
出
た
る
べ
き
地
な
り
。
然
れ
ど
も
慮
る
に
、
残
賊
強
暴
横
悪
し
き
神
言
有
り
。
故
、
前
議
づ
往
き
て
平
げ
よ
」
と
の
た
ま
ふ
。
乃
ち
天
鹿
児
弓
及
び
天
真
鹿
児
矢
を
賜
ひ
て
遣
す
。
天
稚
彦
、
勅
を
受
け
て
来
降
り
て
、
則
ち
多
に
曇
霞
の
女
子
を
嬰
り
て
、
八
年
に
経
る
ま
で
報
命
さ
ず
。
故
、
天
照
大
神
、
乃
ち
思
兼
神
を
召
し
て
、
其
の
来
ざ
る
状
を
問
ひ
た
ま
ふ
。
時
に
、
思
兼
神
、
…
…
「
且
錐
を
遣
し
て
問
ひ
た
ま
ふ
べ
し
」
と
ま
う
す
。
是
に
、
…
…
錐
を
使
し
て
往
き
て
卸
し
む
。
其
の
錐
飛
び
下
り
て
、
天
稚
彦
が
門
の
前
の
湯
金
蝿
樹
の
抄
に
居
て
、
鳴
き
て
曰
は
く
、
「
天
稚
彦
、
何
の
故
ぞ
八
年
の
間
、
未
だ
復
命
有
さ
ぬ
」
と
い
ふ
。
時
に
皇
神
有
り
。
天
探
女
と
堰
く
。
其
の
錐
を
見
て
曰
は
く
、
「
鳴
声
悪
し
き
鳥
、
此
の
樹
の
上
に
在
り
。
射
こ
ろ
す
べ
し
」
と
い
ふ
。
天
稚
彦
、
乃
ち
天
神
の
賜
ひ
し
天
位
児
弓
・
天
真
鹿
児
矢
を
取
り
て
、
便
ち
射
し
つ
。
則
ち
矢
、
雄
の
胸
よ
り
達
り
て
、
遂
に
天
神
の
所
処
に
至
る
。
時
に
天
神
、
其
の
矢
を
見
し
て
曰
は
く
、
「
此
は
昔
我
が
天
稚
彦
に
賜
ひ
し
矢
な
り
。
今
何
の
故
に
か
来
つ
ら
む
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
乃
ち
矢
を
取
り
て
、
呪
き
て
曰
は
く
、
「
若
し
悪
き
心
を
以
て
射
ば
、
天
稚
彦
は
、
必
ず
遭
害
れ
な
む
。
若
し
平
ぎ
心
を
以
て
射
ば
、
無
豪
く
あ
ら
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
因
り
て
還
し
投
て
た
ま
ふ
。
即
ち
其
の
矢
落
ち
下
り
て
、
天
稚
彦
が
高
胸
に
中
ち
ぬ
。
因
り
て
立
に
死
れ
ぬ
。
…
…
時
に
、
天
稚
彦
が
妻
子
ど
も
、
天
よ
り
降
り
来
て
、
枢
を
将
て
上
り
去
き
て
、
天
に
し
て
喪
屋
を
作
り
て
磧
し
実
く
。
是
よ
り
先
、
天
稚
彦
と
味
増
高
彦
根
神
と
友
善
し
。
故
、
味
五
重
彦
根
神
、
天
に
登
り
て
喪
を
弔
ひ
て
大
き
に
臨
す
。
時
に
此
の
神
之
形
貌
、
自
つ
か
ら
に
天
稚
彦
と
恰
然
相
似
れ
り
。
故
、
天
稚
彦
の
妻
子
等
、
見
て
喜
び
て
日
は
く
、
「
吾
が
君
は
猶
在
し
ま
し
け
り
」
と
い
ふ
。
…
…
時
に
味
霜
高
彦
根
神
、
盆
り
て
曰
は
く
、
「
朋
友
喪
亡
せ
た
り
。
故
、
吾
即
ち
来
弔
ふ
。
如
何
に
ぞ
死
人
を
我
に
誤
つ
や
」
と
い
ひ
て
、
…
…
喪
屋
を
重
り
倒
す
。
そ
の
屋
堕
ち
て
山
と
成
る
。
此
則
ち
美
濃
国
の
連
山
、
是
な
り
。
…
…
時
に
、
勝
　
俣
”
「
天
稚
御
子
像
」
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
三
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
五
十
五
号
四
味
霜
高
彦
根
神
、
光
儀
容
面
し
く
し
て
、
二
丘
二
谷
の
問
に
映
る
。
故
、
喪
に
会
へ
る
者
面
し
て
曰
は
く
、
或
い
は
云
は
く
、
味
霜
高
彦
根
神
の
妹
下
照
姫
、
衆
人
を
し
て
丘
谷
に
映
る
者
は
、
是
味
新
高
彦
根
神
な
り
と
…
…
知
ら
し
め
む
と
欲
ふ
。
故
、
歌
し
て
曰
は
く
、
　
　
天
な
る
や
　
弟
織
女
の
　
頸
が
せ
る
　
玉
の
御
統
の
　
穴
玉
は
や
　
　
み
谷
　
二
渡
ら
す
味
雨
雲
彦
根
　
又
歌
し
て
曰
は
く
、
　
　
天
光
る
夷
つ
女
の
　
い
渡
ら
す
思
量
石
川
片
淵
片
淵
に
　
　
網
張
り
渡
し
　
目
ろ
寄
し
に
　
寄
し
寄
り
来
ね
　
石
川
片
淵
　
此
の
両
首
歌
里
は
、
今
夷
曲
と
号
く
。
日
本
書
紀
一
書
第
一
で
も
、
天
稚
彦
像
は
、
変
化
が
な
い
と
言
っ
て
良
い
。
さ
ら
に
、
祝
詞
「
崇
神
を
遷
し
歴
る
」
に
は
、
次
の
如
く
あ
る
。
　
誰
の
神
を
ま
つ
遣
は
さ
ば
、
水
穂
の
国
の
荒
ぶ
る
男
手
を
神
権
ひ
平
げ
む
と
、
神
繋
り
議
り
た
ま
ふ
時
に
、
諸
の
神
意
皆
量
り
申
さ
く
、
天
の
穂
日
の
命
を
遣
は
し
て
平
げ
む
と
申
し
き
。
こ
こ
を
も
ち
て
天
降
し
遣
は
す
時
に
、
こ
の
神
は
返
言
申
さ
ざ
り
き
。
次
に
遣
は
し
し
健
三
熊
の
命
も
、
父
の
事
に
従
ひ
て
返
言
申
さ
ず
。
ま
た
遣
は
し
し
天
若
彦
も
返
言
申
さ
ず
て
、
撃
つ
鳥
の
狭
に
よ
り
て
、
平
庭
に
身
上
せ
に
き
。
　
祝
詞
の
「
天
若
彦
」
も
、
天
の
神
々
の
命
に
従
わ
ず
、
鳥
を
射
た
狭
で
、
身
を
滅
ぼ
し
た
と
す
る
点
で
記
紀
と
同
様
の
描
き
方
と
言
え
よ
う
。
　
摂
津
国
風
土
記
逸
文
に
も
、
天
稚
彦
の
記
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
下
河
辺
長
流
（
一
六
二
四
一
一
六
八
六
）
の
「
続
歌
林
良
材
集
　
上
』
に
あ
る
記
事
で
、
秋
本
吉
郎
氏
に
拠
れ
ば
、
「
国
名
風
土
記
に
同
じ
記
事
が
あ
り
、
古
代
の
風
土
記
の
記
事
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
（
大
系
本
頭
注
）
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
こ
こ
で
は
、
上
代
の
資
料
と
し
て
は
扱
わ
な
い
。
　
以
上
の
上
代
文
学
の
天
稚
彦
像
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
①
天
稚
彦
は
、
天
津
国
玉
神
の
子
で
あ
っ
て
、
妻
子
が
天
上
界
に
居
た
。
②
天
稚
彦
は
、
天
上
界
か
ら
葦
原
中
国
平
定
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
神
で
あ
る
。
③
天
稚
彦
は
、
地
上
界
（
葦
原
中
国
）
で
も
、
大
国
主
神
の
足
下
照
姫
と
結
婚
　
し
て
、
家
庭
を
持
っ
て
い
た
。
④
天
稚
彦
は
、
天
の
探
女
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
神
で
あ
る
。
⑤
天
稚
彦
は
、
天
つ
神
の
命
に
従
わ
ず
、
葦
原
中
国
を
我
が
物
に
し
ょ
う
と
い
　
う
悪
し
き
心
を
抱
い
た
た
め
反
逆
者
と
し
て
殺
さ
れ
た
神
で
あ
る
。
⑥
天
稚
彦
は
、
阿
遅
志
貴
高
日
子
根
神
（
味
工
高
彦
根
神
）
と
親
し
い
仲
で
あ
　
り
、
そ
の
容
貌
も
良
く
似
て
い
た
。
⑦
天
稚
彦
は
、
天
の
神
よ
り
、
天
製
麻
迦
古
塔
と
天
之
導
波
矢
（
天
の
波
士
弓
　
と
天
之
加
久
矢
）
を
賜
っ
た
弓
矢
と
の
関
係
が
深
い
神
と
考
え
ら
れ
る
。
⑧
天
稚
彦
は
、
天
の
黒
髪
に
唆
さ
れ
、
天
神
の
使
い
の
雑
を
射
殺
す
る
と
い
う
　
点
で
、
聖
な
る
弓
矢
を
正
し
く
使
用
せ
ず
、
天
罰
を
受
け
た
。
　
天
稚
彦
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
特
徴
が
抽
出
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
こ
と
が
、
後
世
の
天
稚
彦
（
天
稚
御
子
）
の
伝
承
と
如
何
に
関
わ
る
の
か
、
以
下
、
検
討
し
た
い
と
思
う
。
二
、
中
古
・
中
世
の
文
学
作
品
に
見
ら
れ
る
天
稚
御
子
像
　
中
古
の
作
品
で
、
最
初
に
天
稚
御
子
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
は
、
古
今
集
仮
名
序
の
古
注
（
2
）
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
う
た
、
あ
め
つ
ち
の
、
ひ
ら
け
は
じ
ま
り
け
る
時
よ
り
、
い
で
き
に
け
り
。
（
あ
ま
の
う
き
は
し
の
し
た
に
て
、
め
が
み
を
が
み
と
な
り
た
ま
へ
る
こ
と
を
い
へ
る
う
た
な
り
。
）
し
か
あ
れ
ど
も
、
世
に
つ
た
は
る
こ
と
は
、
ひ
さ
か
た
の
あ
め
に
し
て
は
、
し
た
て
る
ひ
め
に
は
じ
ま
り
、
（
し
た
て
る
ひ
め
と
は
、
あ
め
わ
か
み
こ
の
め
な
り
。
せ
う
と
の
神
の
か
た
ち
、
を
か
た
に
に
う
つ
り
て
、
か
“
や
く
を
よ
め
る
え
び
す
う
た
な
る
べ
し
。
こ
れ
ら
は
、
も
じ
の
か
ず
も
さ
だ
ま
ら
ず
、
寄
の
や
う
に
も
あ
ら
ぬ
こ
と
ど
も
な
り
。
）
　
こ
こ
に
「
あ
め
わ
か
み
こ
」
と
あ
る
の
は
、
明
ら
か
に
、
古
事
記
の
「
天
若
日
子
」
、
日
本
書
紀
の
「
天
稚
彦
」
を
指
す
も
の
と
言
え
る
。
「
あ
め
わ
か
ひ
ご
」
が
「
あ
め
わ
か
み
こ
」
と
さ
れ
た
最
古
と
思
わ
れ
る
例
が
、
こ
の
古
今
集
仮
名
序
古
注
の
用
例
で
あ
る
。
古
事
記
、
日
本
書
紀
の
該
当
部
分
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
ま
ず
、
古
事
記
で
は
、
　
か
れ
　
あ
ぢ
し
き
た
か
ひ
こ
ね
の
か
み
　
　
い
か
　
　
と
　
　
さ
　
　
と
き
　
そ
　
　
い
ろ
　
故
、
阿
遅
志
貴
高
日
子
根
神
は
、
盆
り
て
飛
び
去
り
し
時
、
其
の
伊
呂
も
　
　
た
か
ひ
め
の
み
こ
と
　
　
そ
　
　
　
み
　
な
　
　
あ
ら
は
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
か
れ
　
　
う
た
妹
、
高
比
売
命
、
其
の
御
名
を
顕
さ
む
と
思
ひ
き
。
故
、
歌
ひ
し
く
、
　
　
あ
め
　
　
　
　
　
　
　
を
と
た
な
ば
た
　
　
　
　
う
な
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
　
　
み
す
ま
る
　
　
み
す
ま
る
　
　
天
な
る
や
　
弟
棚
機
の
　
項
が
せ
る
　
玉
の
御
統
　
御
統
に
　
　
あ
な
だ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
た
に
　
　
ふ
た
わ
た
　
　
穴
玉
は
や
　
み
谷
　
黒
闇
ら
す
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
う
た
　
　
ひ
な
ぶ
り
と
う
た
ひ
き
。
此
の
歌
は
夷
振
な
り
。
あ
ぢ
し
き
た
か
　
ひ
こ
ね
　
か
み
阿
遅
志
貴
高
　
日
子
根
の
神
ぞ
。
と
あ
る
。
古
事
記
で
は
、
歌
の
詠
者
が
「
高
比
売
命
」
と
さ
れ
、
「
し
た
て
る
ひ
め
（
下
照
比
売
）
」
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
国
主
神
の
系
図
の
描
写
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
か
れ
こ
お
ほ
く
に
ぬ
し
の
か
み
　
た
き
り
ぴ
め
の
み
こ
と
め
と
う
こ
　
故
、
此
の
大
国
主
神
、
…
…
多
紀
理
毘
売
口
を
訂
し
て
生
め
る
子
は
、
あ
ぢ
す
き
た
か
ひ
こ
ね
の
か
み
　
つ
ぎ
　
い
も
た
か
ひ
め
の
み
こ
と
　
ま
た
　
な
　
し
た
て
る
ひ
め
の
み
こ
と
阿
遅
鉗
高
日
子
根
神
。
次
に
叢
叢
比
売
命
。
亦
の
名
は
下
光
比
売
命
。
　
そ
れ
故
、
古
今
集
仮
名
序
古
注
が
古
事
記
を
参
照
し
た
と
も
採
れ
る
。
一
方
、
日
本
書
紀
本
文
に
は
、
該
当
歌
は
な
い
が
、
一
書
第
一
に
は
次
の
如
く
あ
る
。
　
と
き
　
　
　
あ
ぢ
す
き
た
か
ひ
こ
ね
の
か
み
　
　
よ
そ
ひ
う
る
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
た
を
ふ
た
た
に
　
あ
ひ
だ
　
時
に
、
味
霜
高
彦
根
神
、
光
儀
華
下
し
く
し
て
、
二
二
二
谷
の
間
に
て
り
わ
た
　
　
　
　
か
れ
　
　
も
　
　
　
つ
ど
　
　
　
　
ひ
と
う
た
よ
み
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
あ
る
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
あ
ぢ
映
る
。
故
、
喪
に
会
へ
る
者
証
し
て
曰
は
く
、
或
い
は
云
は
く
、
味
里
離
屡
棚
襯
の
嬬
穫
鷹
郷
・
．
獄
．
耀
を
し
て
良
彿
に
．
曝
。
く
都
は
・
鳳
嚇
す
き
た
か
ひ
こ
ね
の
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
か
れ
　
う
た
よ
み
霜
高
彦
根
神
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
し
め
む
と
欲
ふ
。
故
、
回
し
て
い日
は
く
、
　
　
あ
ま
　
　
　
　
　
　
　
を
と
た
な
ば
た
　
　
　
う
な
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
　
　
み
す
ま
る
　
　
　
　
あ
な
た
ま
　
　
天
な
る
や
　
弟
織
女
の
　
頸
が
せ
る
　
玉
の
御
山
の
　
穴
玉
は
や
　
　
　
た
に
　
　
ふ
た
わ
た
　
　
　
　
　
　
あ
ぢ
す
き
た
か
ひ
こ
ね
　
　
み
谷
　
二
渡
ら
す
　
味
霜
高
彦
根
勝
俣
”
「
天
稚
御
子
像
」
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
五
長
崎
大
学
教
育
学
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人
文
科
学
研
究
報
告
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五
十
五
号
ま
た
う
た
よ
み
又
画
し
て
曰
は
く
、
（
筆
工
）
こ
　
　
　
ふ
　
た
　
う
た
　
　
　
　
い
ま
ひ
な
ぶ
り
　
　
な
つ
此
の
一
首
一
一
は
、
今
夷
曲
と
号
く
。
　
こ
の
書
紀
一
書
第
一
で
は
、
歌
の
詠
み
手
を
「
艘
騰
雛
」
と
明
示
す
る
。
こ
の
点
、
明
ら
か
に
、
古
事
記
よ
り
も
、
書
紀
一
書
第
一
と
の
関
係
の
方
が
深
い
と
判
断
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
古
今
集
仮
名
序
古
注
で
は
、
「
せ
う
と
の
神
の
か
た
ち
、
を
か
た
に
に
う
つ
り
て
、
か
“
や
く
を
よ
め
る
え
び
す
う
た
な
る
べ
し
。
」
と
あ
っ
た
。
「
え
び
す
う
た
」
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古
事
記
　
　
ひ
な
ぶ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
な
ぶ
り
の
「
夷
振
」
、
書
紀
一
書
第
一
の
「
夷
曲
」
の
い
ず
れ
か
の
誤
読
と
見
な
せ
る
か
ら
、
こ
の
点
は
、
記
紀
の
ど
ち
ら
も
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
せ
う
と
の
神
の
か
た
ち
、
を
か
た
に
に
う
つ
り
て
、
か
“
や
く
」
と
あ
る
部
分
で
、
「
を
か
た
に
」
と
あ
る
の
は
、
当
然
、
「
長
谷
」
の
こ
と
と
判
定
さ
れ
る
が
、
古
事
記
に
は
、
歌
詞
の
中
に
「
た
に
（
谷
）
」
は
出
て
き
て
も
、
「
を
か
（
丘
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ぢ
す
き
た
か
ひ
こ
ね
の
か
み
の
語
彙
は
見
い
だ
せ
な
い
。
一
方
、
書
紀
一
書
第
一
で
は
、
「
味
霜
高
彦
根
神
、
よ
そ
ひ
う
る
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
た
を
ふ
た
た
に
　
　
あ
ひ
だ
　
　
て
り
わ
た
光
儀
華
客
し
く
し
て
、
二
丘
二
谷
の
問
に
映
る
。
」
と
あ
っ
て
、
「
を
か
（
丘
）
」
が
明
示
さ
れ
、
か
つ
、
「
う
つ
り
て
、
か
“
や
く
」
と
い
う
表
記
に
、
書
紀
一
書
第
一
の
原
文
に
あ
る
「
映
」
の
字
の
訓
み
と
思
わ
れ
る
訓
が
示
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
点
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
古
今
集
仮
名
序
古
注
の
当
該
部
分
が
、
古
事
記
で
は
な
く
、
日
本
書
紀
一
書
第
一
を
参
考
に
し
て
書
か
れ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
明
ら
か
と
言
え
よ
う
。
　
つ
ま
り
、
古
今
集
仮
名
序
古
注
の
「
あ
め
わ
か
み
こ
」
は
、
古
事
記
の
「
天
若
日
子
」
で
は
な
く
、
日
本
書
紀
一
書
第
一
の
「
天
稚
彦
」
か
ら
来
て
い
る
こ
と
も
恐
ら
く
間
違
い
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
「
彦
」
を
「
み
こ
」
と
縮
む
こ
と
は
自
然
で
は
な
い
か
ら
、
「
あ
め
わ
か
ひ
ご
」
を
仮
名
書
き
し
た
六
時
に
草
体
の
「
ひ
」
と
「
み
」
を
混
同
し
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
　
た
だ
古
今
集
仮
名
序
古
注
は
、
あ
く
ま
で
古
い
歌
の
例
と
し
て
下
照
媛
の
歌
を
出
し
た
だ
け
だ
か
ら
、
天
稚
彦
や
三
月
御
子
が
如
何
な
る
存
在
か
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
こ
と
を
知
る
こ
と
は
、
こ
こ
か
ら
は
不
可
能
で
あ
る
。
　
次
に
、
宇
津
保
物
語
で
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
（
3
）
。
　
さ
る
を
、
俊
蔭
、
仇
の
風
・
大
い
な
る
波
に
会
ひ
て
、
輩
を
滅
ぼ
し
て
、
一
人
、
知
ら
ぬ
世
界
に
漂
ひ
て
、
年
久
し
く
な
り
ぬ
。
し
か
あ
れ
ば
、
不
孝
の
人
な
り
。
こ
の
罪
を
免
れ
む
た
め
に
、
倒
さ
る
る
木
の
片
端
を
賜
は
り
て
、
年
ご
ろ
労
せ
る
父
母
に
琴
の
声
を
聞
か
せ
て
、
そ
の
め
い
と
な
さ
む
」
と
言
ふ
時
に
、
阿
修
羅
、
い
や
ま
す
ま
す
に
怒
り
て
言
は
く
、
「
汝
が
累
代
の
命
を
と
ど
め
む
と
て
も
、
こ
の
木
一
寸
を
得
べ
か
ら
ず
。
そ
の
ゆ
ゑ
は
、
世
の
父
母
、
仏
に
な
り
給
ひ
し
日
、
天
稚
御
子
下
り
ま
し
て
三
年
掘
れ
る
谷
に
、
天
女
、
音
楽
声
を
し
て
植
ゑ
し
木
な
り
。
…
…
阿
修
羅
、
木
を
取
り
出
で
て
、
割
り
木
作
る
響
き
に
、
天
稚
御
子
下
り
ま
し
て
、
琴
三
十
作
り
て
上
り
給
ひ
ぬ
。
か
く
て
、
す
な
は
ち
、
音
楽
卜
し
て
、
天
女
　
　
　
　
　
　
　
　
た
な
ば
た
下
り
ま
し
て
漆
塗
り
、
織
女
、
緒
繕
り
、
す
げ
さ
せ
て
、
上
り
ぬ
。
室
城
秀
之
氏
は
、
『
う
つ
ほ
物
語
い
て
、
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。
全
」
の
頭
注
の
中
で
、
天
日
御
子
に
つ
　
「
天
稚
御
子
」
は
、
天
人
の
一
人
で
、
音
楽
の
神
と
考
え
ら
れ
、
織
女
と
も
密
接
に
結
び
つ
い
て
伝
承
さ
れ
た
。
実
際
、
宇
津
保
物
語
に
お
け
る
天
稚
御
子
か
ら
は
、
琴
を
作
る
木
を
植
え
る
た
め
に
、
谷
を
掘
削
し
、
成
長
し
た
木
か
ら
琴
を
制
作
す
る
、
音
楽
神
的
性
格
を
確
か
に
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
「
狭
衣
物
語
」
に
も
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
天
質
御
子
の
描
写
が
見
ら
れ
る
。　
も
て
悩
み
な
が
ら
吹
き
出
で
給
へ
る
笛
の
音
、
雲
の
上
ま
で
澄
み
上
る
を
、
上
を
始
め
た
て
ま
つ
り
て
、
候
ふ
人
、
す
べ
て
九
重
の
う
ち
の
人
、
聞
き
驚
き
、
涙
を
落
さ
ぬ
は
な
し
。
…
…
い
た
く
惜
し
み
給
ふ
笛
の
音
を
、
や
・
残
す
こ
と
は
な
ふ
吹
澄
ま
し
て
、
　
　
い
な
づ
ま
の
光
に
行
か
む
天
の
原
は
る
か
に
渡
せ
雲
の
か
け
は
し
と
音
の
限
り
吹
き
給
ふ
は
、
げ
に
月
の
都
の
人
も
、
い
か
で
か
聞
き
驚
か
ざ
ら
ん
。
楽
の
潔
い
と
“
近
ふ
な
り
て
、
「
紫
の
雲
た
な
び
く
」
と
見
ゆ
る
に
、
天
稚
御
子
、
角
髪
結
ひ
て
、
言
ひ
知
ら
ず
お
か
し
げ
に
、
芳
し
き
童
姿
に
て
、
ふ
と
降
り
る
給
に
、
い
と
ゆ
ふ
の
や
う
な
る
物
を
、
中
将
の
君
に
か
け
給
と
見
る
に
、
我
は
、
「
こ
の
世
の
事
」
と
も
見
え
ず
、
（
め
で
た
き
御
有
様
も
、
）
い
み
じ
く
な
つ
か
し
け
れ
ば
、
こ
の
笛
を
吹
く
く
、
さ
し
寄
り
て
、
御
門
の
御
前
に
参
ら
せ
給
ひ
て
、
　
　
九
重
の
雲
の
上
ま
で
昇
り
な
ば
天
つ
空
を
や
形
見
と
は
み
ん
と
い
ふ
ま
ま
に
、
（
中
略
）
二
天
稚
御
子
に
引
き
た
て
ら
れ
て
直
な
ん
と
す
る
を
、
御
門
・
春
宮
も
、
「
な
に
し
に
」
「
か
・
る
事
を
」
「
せ
さ
せ
つ
ら
ん
」
と
く
や
し
う
、
手
を
捉
へ
さ
せ
給
へ
は
、
此
御
子
も
、
い
み
じ
く
心
苦
し
く
思
し
煩
ひ
た
る
気
色
に
て
う
ち
泣
き
て
、
「
何
事
も
、
こ
の
世
に
は
余
り
だ
る
に
、
笛
の
音
さ
へ
に
忍
び
が
た
さ
に
、
迎
へ
に
降
り
た
る
に
、
十
善
の
君
の
、
泣
く
く
悲
し
み
給
へ
ば
、
え
ひ
た
す
ら
に
、
今
宵
、
率
て
止
ら
ず
な
り
ぬ
る
」
…
…
　
こ
の
「
狭
衣
物
語
』
で
は
、
狭
衣
中
将
の
笛
の
妙
音
に
天
稚
御
子
が
天
降
る
の
で
あ
っ
て
、
妙
音
に
天
降
る
音
楽
神
天
盛
御
子
の
モ
チ
ー
フ
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
狭
衣
物
語
』
に
お
い
て
は
、
天
稚
御
子
が
笛
の
名
手
た
る
狭
衣
中
将
を
天
上
界
に
連
れ
て
行
こ
う
と
し
て
お
り
、
中
世
小
説
『
あ
め
わ
か
み
こ
」
天
稚
系
で
、
天
稚
御
子
が
、
若
君
を
天
上
界
へ
連
れ
さ
る
描
写
と
似
て
い
る
。
但
し
、
天
稚
　
御
子
が
下
る
対
象
は
、
琴
の
妙
音
で
は
な
く
、
笛
の
音
の
素
晴
ら
し
さ
で
あ
る
点
が
、
他
の
例
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
梁
塵
秘
抄
（
巻
二
・
五
六
一
）
で
は
、
次
の
例
が
見
ら
れ
る
。
　
　
　
し
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
奥
山
に
繁
弾
く
音
の
聞
こ
ゆ
る
は
天
花
御
子
の
召
す
音
そ
よ
く
　
　
　
　
　
　
し
ば
　
二
句
目
の
「
繁
弾
く
」
は
、
「
し
き
り
に
弾
く
」
あ
る
い
は
「
柴
引
く
」
の
意
と
も
採
れ
る
が
、
今
一
つ
落
ち
つ
か
な
い
。
「
し
ば
弾
く
」
は
「
し
は
」
と
「
こ
と
」
の
草
体
の
誤
り
で
、
「
琴
弾
く
」
が
正
し
い
と
す
る
三
谷
栄
一
・
関
根
恵
子
両
氏
の
説
を
採
用
す
れ
ば
、
奥
山
で
天
稚
御
子
が
弾
い
て
い
る
の
は
琴
と
な
り
、
伝
統
的
な
二
身
御
子
像
と
繋
が
り
が
出
て
く
る
（
、
v
。
こ
の
説
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
で
は
採
用
し
て
い
な
い
が
、
も
う
一
度
検
討
に
値
す
る
説
と
思
わ
れ
る
。
　
鎌
倉
時
代
物
語
の
一
つ
「
小
夜
衣
」
に
も
、
天
稚
御
子
の
描
写
が
見
ら
れ
る
（
5
）
。
　
松
風
の
音
に
ひ
“
き
あ
ひ
て
、
し
や
う
の
こ
と
の
ね
か
す
か
に
聞
ゆ
。
・
…
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
へ
　
ね
ア
リ
　
更
行
ま
・
に
す
み
ま
さ
り
て
お
も
し
ろ
き
に
、
あ
め
わ
か
・
み
こ
の
め
で
給
け
ん
琴
の
ね
も
、
限
あ
れ
ば
是
に
は
ま
さ
ら
じ
と
、
あ
ま
の
羽
衣
今
や
と
お
ぼ
し
や
ら
る
・
に
、
…
…
勝
俣
”
「
天
稚
御
子
像
」
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
七
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
五
十
五
号
八
　
宮
が
山
里
の
姫
君
が
琴
を
弾
く
の
を
忍
び
聞
き
し
、
あ
ま
り
の
妙
な
る
調
べ
に
、
天
稚
御
子
が
降
臨
し
て
、
姫
君
を
天
上
界
へ
連
れ
去
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
天
稚
御
子
は
、
妙
音
に
天
降
る
音
楽
の
神
で
あ
り
、
ま
た
、
琴
の
名
手
を
天
上
界
へ
連
れ
去
る
役
目
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
　
三
谷
栄
一
氏
「
物
語
文
学
史
論
」
に
拠
れ
ば
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
は
、
「
妙
音
に
誘
わ
れ
る
神
の
降
臨
を
感
ず
る
時
代
」
で
あ
り
、
ま
さ
に
、
そ
の
神
の
代
表
が
天
下
御
子
で
あ
っ
た
と
言
え
る
（
6
）
。
　
こ
の
妙
音
に
天
降
る
音
楽
神
天
稚
御
子
像
は
、
室
町
時
代
の
中
世
小
説
『
あ
め
わ
か
み
こ
』
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
拙
稿
で
、
指
摘
し
た
通
り
（
7
）
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
、
「
あ
め
わ
か
み
こ
」
の
諸
本
に
お
い
て
、
天
芝
御
子
が
姫
君
の
許
へ
天
降
る
理
由
を
、
「
御
す
か
た
を
見
ま
み
ら
せ
て
」
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
あ
め
若
物
か
た
り
」
）
・
「
身
の
御
か
た
ち
す
ぐ
れ
さ
せ
給
ふ
ゆ
ゑ
」
（
明
暦
元
年
版
「
た
な
は
た
」
）
・
「
扱
も
う
つ
く
し
き
す
か
た
か
な
」
（
京
都
大
学
文
学
部
蔵
「
あ
め
わ
か
物
語
」
）
の
如
く
、
姫
君
の
美
貌
に
求
め
て
い
る
中
で
、
琴
の
妙
音
に
由
来
す
る
と
作
る
伝
本
が
二
本
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
即
ち
、
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
「
雨
わ
か
み
こ
』
で
は
、
　
き
み
の
き
ん
の
ね
の
あ
ま
り
に
お
も
し
ろ
か
り
し
か
は
、
た
く
て
参
り
た
り
。
と
作
り
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
あ
め
わ
か
み
こ
』
に
は
、
き
・
す
て
か
あ
ま
り
に
き
ん
の
音
の
お
も
し
ろ
く
侍
り
て
、
あ
く
か
れ
出
て
、
何
と
な
く
ち
か
つ
き
た
て
ま
つ
り
、
と
あ
る
。
こ
の
二
本
に
は
、
妙
音
に
天
降
る
音
楽
神
丁
稚
御
子
の
モ
チ
ー
フ
が
明
瞭
に
遺
存
す
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
二
本
の
本
文
の
伝
来
が
由
緒
正
し
い
こ
と
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
音
楽
神
天
稚
御
子
の
モ
チ
ー
フ
が
室
町
時
代
に
も
生
き
残
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
　
天
稚
御
子
像
の
変
遷
を
考
察
す
る
場
合
、
そ
の
変
化
も
重
要
な
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
が
、
普
遍
的
性
格
は
、
さ
ら
に
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
、
こ
の
音
楽
神
と
し
て
の
天
稚
御
子
像
は
、
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
は
、
明
ら
か
に
大
き
な
水
脈
と
し
て
流
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
そ
れ
で
は
、
こ
の
音
楽
神
天
稚
御
子
の
姿
は
、
何
時
か
ら
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
蓋
御
子
の
前
身
で
あ
る
平
銀
日
子
（
天
稚
彦
）
に
は
、
音
楽
神
と
し
て
の
要
素
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
そ
れ
を
検
討
し
た
い
。
三
、
記
紀
神
話
の
天
平
日
子
像
　
先
の
記
紀
神
話
の
記
述
で
、
天
若
日
子
（
天
稚
彦
）
は
、
天
の
探
女
の
取
り
計
ら
い
で
、
天
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
鳴
女
と
い
う
雄
を
矢
で
射
て
、
そ
の
矢
が
天
上
界
の
高
木
神
と
天
照
大
神
の
許
に
届
く
。
高
木
神
が
、
そ
の
矢
を
天
上
界
に
開
い
た
穴
か
ら
投
げ
返
す
と
、
朝
床
に
寝
て
い
た
天
若
日
子
の
胸
に
当
た
っ
て
天
若
日
子
は
命
を
落
と
す
。
こ
の
説
話
と
、
音
楽
神
天
稚
御
子
と
の
関
連
は
、
見
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
　
先
ず
、
天
若
日
子
が
錐
を
射
る
の
は
、
天
智
慧
売
に
、
雄
の
鳴
く
声
が
良
く
な
い
と
唆
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
爾
に
天
心
具
売
、
此
の
鳥
の
言
ふ
こ
と
を
聞
き
て
、
天
若
日
子
に
語
り
て
言
ひ
し
く
、
「
此
の
鳥
は
、
其
の
鳴
く
男
爵
悪
し
。
故
、
射
殺
す
べ
し
」
　
「
其
の
鳴
く
音
甚
悪
し
」
と
さ
れ
た
雑
の
声
は
、
実
際
の
錐
の
声
が
ケ
ン
ケ
ン
と
喧
し
く
て
、
お
世
辞
に
も
美
し
い
と
は
言
え
な
い
と
い
う
客
観
的
事
実
に
基
づ
く
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
つ
ま
り
、
若
し
、
鳥
の
声
を
歌
唱
と
い
う
面
か
ら
見
れ
ば
、
音
楽
的
に
は
劣
等
な
点
し
か
付
け
ら
れ
な
い
種
類
の
も
の
と
言
え
る
。
仮
に
、
天
若
日
子
に
音
楽
神
的
要
素
が
既
に
存
在
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
音
楽
的
に
評
価
で
き
な
い
声
で
鳴
い
て
い
る
錐
に
我
慢
で
き
ず
に
、
射
殺
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
ち
う
る
。
勿
論
、
天
佐
具
売
は
、
「
天
探
女
」
と
い
う
表
記
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
事
物
の
変
化
を
見
て
、
吉
凶
を
判
断
し
た
一
種
の
巫
女
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
場
合
も
、
天
か
ら
訪
れ
た
鳥
を
見
て
、
そ
の
声
を
聞
い
て
、
吉
凶
を
判
断
し
た
だ
け
と
も
取
れ
る
。
　
し
か
し
、
天
若
日
子
が
、
そ
の
天
佐
具
売
の
判
断
や
助
言
に
従
っ
て
い
る
の
は
、
天
竺
日
子
自
体
が
、
同
様
な
判
断
を
し
て
、
天
皆
具
売
の
指
示
を
適
切
な
も
の
と
了
解
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
、
そ
こ
に
は
、
「
其
の
鳴
く
音
甚
悪
し
」
と
感
じ
る
音
楽
神
的
要
素
を
看
取
で
き
な
く
も
な
い
。
　
ま
た
、
宇
津
保
物
語
で
は
、
大
樹
と
琴
と
天
蚕
御
子
と
い
う
連
鎖
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
、
記
紀
神
話
の
天
若
日
子
の
物
語
で
は
、
そ
う
し
た
要
素
は
見
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
　
古
事
記
の
記
述
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
次
の
記
述
で
あ
る
。
　
天
命
日
子
、
天
つ
神
の
賜
へ
り
し
天
浦
波
士
弓
、
天
之
加
久
重
を
持
ち
て
、
其
の
錐
を
射
殺
し
き
。
爾
に
其
の
矢
、
錐
の
胸
よ
り
通
り
て
、
逆
に
造
上
げ
ら
え
て
、
天
安
河
の
河
原
に
坐
す
天
照
大
御
神
、
高
木
神
の
御
所
に
逮
り
き
。
是
の
高
木
神
は
、
高
御
産
心
底
神
の
別
の
名
ぞ
。
故
、
高
木
神
、
其
の
矢
を
取
り
て
見
し
た
ま
へ
ば
、
血
、
其
の
矢
の
羽
に
著
け
り
。
是
に
高
木
神
、
「
此
の
矢
は
、
天
若
日
子
に
賜
へ
り
し
矢
ぞ
。
」
と
告
り
た
ま
ひ
て
、
即
ち
諸
の
神
等
に
示
せ
て
要
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
黙
し
、
天
若
日
子
、
命
を
誤
た
ず
、
悪
し
き
神
を
射
つ
る
矢
の
至
り
し
な
ら
ば
、
天
若
日
子
に
中
ら
ざ
れ
。
寒
し
邪
き
心
有
ら
ば
、
天
若
日
子
此
の
矢
に
麻
賀
礼
。
」
と
云
ひ
て
、
其
の
矢
を
取
り
て
、
其
の
矢
の
穴
よ
り
衝
き
返
し
下
し
た
ま
へ
ば
、
天
若
日
子
が
蘭
曲
に
算
し
高
胸
章
に
中
り
て
死
に
き
。
　
こ
の
一
節
で
、
天
若
日
子
が
射
た
矢
は
、
高
天
原
の
天
照
大
御
神
、
高
木
神
の
許
に
届
く
が
、
そ
の
矢
を
手
に
取
り
、
投
げ
返
す
の
は
、
天
照
大
御
神
で
は
な
く
て
、
高
木
神
で
あ
る
。
矢
と
い
う
軍
事
的
な
物
件
の
扱
い
は
、
男
性
と
推
測
さ
れ
る
高
木
神
が
執
り
行
っ
た
だ
け
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
ま
で
、
高
御
産
巣
日
神
の
名
で
活
動
し
て
い
た
神
が
、
こ
の
条
に
な
っ
て
、
急
に
名
称
を
変
え
る
の
は
、
や
は
り
不
自
然
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
こ
こ
に
は
、
名
義
変
更
を
し
た
何
ら
か
の
理
由
の
存
在
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
か
つ
て
、
神
田
典
城
氏
は
、
高
木
神
が
文
字
通
り
高
木
を
意
味
し
、
天
若
日
子
が
、
高
木
神
か
ら
の
返
し
矢
で
命
を
落
と
す
の
は
、
高
木
に
雷
が
落
ち
る
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た
も
の
だ
と
論
じ
ら
れ
た
（
8
）
。
老
眼
で
あ
る
。
高
木
神
が
高
木
を
意
味
す
る
神
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
納
得
で
き
る
説
で
あ
る
。
こ
の
部
分
で
高
御
産
巣
日
神
か
ら
高
木
神
へ
と
名
称
が
変
更
さ
れ
た
の
は
、
高
木
を
意
味
す
る
名
義
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
　
高
木
と
言
え
ば
、
直
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
の
が
、
大
樹
伝
説
で
あ
る
。
高
木
神
と
は
、
大
樹
の
神
格
化
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
は
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。
　
大
樹
伝
説
と
琴
が
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
既
に
拙
稿
で
論
じ
た
と
こ
ろ
勝
　
俣
…
「
天
稚
御
子
像
」
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
九
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
五
十
五
号
一〇
で
あ
る
（
9
）
。
高
木
神
が
大
樹
の
神
格
化
で
あ
れ
ば
、
大
樹
と
天
若
日
子
の
関
係
が
既
に
古
事
記
の
中
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
そ
れ
で
は
、
大
樹
や
天
若
日
子
（
天
稚
御
子
）
と
深
い
関
係
を
持
つ
は
ず
の
琴
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
　
記
紀
神
話
の
賎
隷
日
子
（
天
稚
彦
）
の
段
に
は
、
琴
と
の
関
係
は
直
接
描
か
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
関
係
を
暗
示
す
る
も
の
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
　
是
に
天
若
日
子
、
其
の
国
に
降
り
到
る
即
ち
、
大
国
主
神
の
女
、
下
照
比
売
を
坐
し
、
亦
其
の
国
を
獲
む
と
慮
り
て
、
八
年
に
至
る
ま
で
復
奏
さ
ざ
り
き
。
　
天
若
日
子
が
地
上
に
天
降
っ
て
す
ぐ
に
結
婚
し
た
相
手
は
、
「
大
国
主
神
の
女
、
下
照
比
売
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
国
主
神
が
、
根
の
堅
州
国
か
ら
持
っ
て
帰
っ
た
の
が
、
生
太
刀
、
生
弓
矢
と
、
天
の
聖
霊
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
面
、
古
事
記
は
次
の
如
く
作
る
。
　
爾
に
其
の
神
の
髪
を
握
り
て
、
そ
の
室
の
橡
毎
に
結
ひ
置
け
て
、
…
…
其
の
翠
雲
世
理
毘
売
を
負
ひ
て
、
即
ち
其
の
大
神
の
生
大
刀
と
生
弓
矢
と
、
及
其
の
天
の
驚
異
を
取
り
持
ち
て
逃
げ
出
で
ま
す
時
、
其
の
天
の
詔
高
樹
に
携
れ
て
地
動
み
鳴
り
き
。
故
、
其
の
寝
ま
せ
る
大
神
、
聞
き
驚
き
て
、
其
の
室
を
著
し
た
ま
ひ
き
。
然
れ
ど
も
、
橡
に
結
ひ
し
髪
を
解
か
す
問
に
、
遠
く
逃
げ
た
ま
ひ
き
。
故
爾
に
黄
泉
比
良
坂
に
追
ひ
至
り
て
、
遙
に
望
け
て
、
大
穴
美
男
神
を
呼
ば
ひ
て
謂
ひ
し
く
、
「
其
の
汝
が
持
て
る
生
大
刀
・
生
弓
矢
を
以
ち
て
、
汝
が
庶
兄
弟
を
ば
、
坂
の
御
器
に
追
ひ
伏
せ
、
亦
河
の
瀬
に
追
ひ
擾
ひ
て
、
意
礼
大
国
主
神
と
為
り
、
亦
宇
都
志
国
玉
神
と
為
り
て
、
其
の
我
が
女
須
世
理
毘
売
を
嫡
妻
と
為
て
、
宇
迦
能
山
の
山
本
に
、
底
津
石
根
に
宮
柱
布
石
斯
理
、
高
天
の
原
に
氷
厚
多
迦
斯
理
て
居
れ
。
是
の
奴
。
」
と
い
ひ
き
。
　
こ
こ
で
、
大
穴
牟
遅
神
は
、
「
天
の
詔
琴
」
を
取
っ
て
逃
げ
出
す
が
、
何
故
こ
の
琴
の
名
が
「
天
の
詔
琴
」
と
い
う
「
天
」
を
冠
す
る
琴
で
あ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
十
分
に
納
得
で
き
る
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
、
文
字
通
り
、
天
上
世
界
を
表
わ
す
「
天
」
と
取
れ
ば
、
何
故
、
地
下
世
界
と
思
わ
れ
る
根
の
堅
州
国
に
天
上
世
界
に
関
係
す
る
言
葉
が
出
て
く
る
の
か
が
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
根
の
堅
州
国
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
り
、
地
下
世
界
で
は
な
い
と
す
る
見
方
も
存
在
す
る
が
、
筆
者
は
、
様
々
な
根
拠
か
ら
、
根
の
堅
州
国
は
、
地
上
が
そ
の
ま
ま
地
下
に
再
現
さ
れ
た
、
明
る
い
地
下
の
他
界
と
考
え
て
い
る
（
n
）
。
　
地
下
世
界
が
、
天
上
世
界
と
関
係
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
地
下
世
界
が
天
上
世
界
と
、
何
ら
か
の
形
で
、
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
見
方
が
介
在
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
先
に
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
根
の
堅
州
国
は
、
木
の
国
（
紀
伊
国
）
の
直
下
に
存
在
す
る
異
郷
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
n
）
。
そ
れ
故
に
、
大
穴
牟
皇
神
の
根
国
訪
問
課
は
、
木
の
国
を
経
由
し
て
実
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
木
の
国
の
直
下
に
根
国
が
あ
る
こ
と
は
、
樹
木
の
木
と
根
の
関
係
に
相
当
す
る
こ
と
も
先
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
m
v
。
そ
の
場
合
、
根
国
と
は
、
樹
木
の
根
に
よ
っ
て
し
っ
か
り
と
支
え
ら
れ
た
地
下
世
界
と
言
え
た
。
こ
の
樹
木
は
、
木
の
国
に
生
え
た
樹
木
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
天
上
世
界
に
も
届
く
大
き
な
樹
木
、
所
謂
大
樹
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
言
う
見
方
も
出
来
な
い
こ
と
は
な
い
。
　
こ
れ
も
、
先
に
拙
稿
で
述
べ
た
こ
と
で
あ
り
、
ウ
ノ
・
ハ
ル
ヴ
ァ
や
、
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
に
よ
っ
て
、
既
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
が
、
大
樹
、
所
謂
世
界
樹
、
宇
宙
樹
は
、
地
下
世
界
、
地
上
世
界
、
天
上
世
界
の
三
領
域
を
連
結
す
る
機
能
を
持
つ
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
色
が
あ
る
（
u
）
。
　
例
え
ば
、
エ
リ
ア
ー
デ
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
（
蛇
）
。
1
、
宇
宙
論
的
に
大
地
の
中
心
に
生
え
、
天
高
く
思
え
る
大
樹
た
る
こ
と
。
2
、
当
該
の
大
樹
が
、
そ
の
枝
・
幹
・
根
等
を
通
し
て
、
天
上
・
地
上
・
地
下
　
の
三
領
域
を
連
結
す
る
こ
と
。
（
大
樹
を
伝
わ
っ
て
三
領
域
の
往
来
が
可
能
　
な
こ
と
。
）
3
、
大
樹
が
宇
宙
の
永
続
性
・
豊
穣
性
・
神
聖
性
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
。
と
あ
り
、
ま
た
、
　
樗
ユ
グ
ド
ラ
シ
ル
の
下
か
ら
は
、
三
方
に
三
つ
の
根
が
出
て
い
る
。
一
つ
の
根
の
下
に
は
ヘ
ル
が
住
み
、
も
う
一
つ
の
根
の
下
に
は
霜
の
巨
人
ら
が
、
三
つ
目
の
根
の
下
に
は
人
間
た
ち
が
住
む
。
（
グ
リ
ー
ム
ニ
ル
の
歌
〔
三
こ
）
と
あ
っ
て
、
地
下
に
張
っ
た
ユ
グ
ド
ラ
シ
ル
の
根
が
三
つ
の
世
界
を
支
え
て
い
る
こ
と
が
描
か
れ
る
。
「
ス
ノ
リ
の
エ
ッ
ダ
』
で
は
、
　
こ
れ
に
依
れ
ば
、
根
の
堅
州
国
を
支
え
る
樹
木
は
、
地
下
に
根
を
張
り
、
地
下
の
根
の
堅
紙
国
を
支
え
る
と
共
に
、
地
上
に
は
、
木
の
俣
を
作
っ
て
、
地
下
と
地
上
の
出
入
口
を
形
成
し
、
さ
ら
に
は
、
天
高
く
伸
び
て
、
天
上
世
界
に
届
く
大
樹
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
仮
説
が
正
し
e
け
れ
ば
、
何
故
馬
地
下
世
界
の
宝
物
で
あ
る
「
天
の
詔
琴
」
に
「
天
」
の
修
飾
語
が
冠
さ
れ
て
い
る
か
も
理
解
で
き
よ
う
。
大
樹
か
ら
作
ら
れ
る
琴
が
、
天
上
世
界
の
神
々
の
神
託
を
伺
う
呪
物
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
当
該
の
「
天
の
詔
琴
」
も
、
天
上
世
界
に
到
達
し
て
い
る
大
樹
の
根
か
ら
作
ら
れ
た
琴
で
あ
り
、
天
上
世
界
の
神
々
の
神
託
を
伺
う
呪
物
で
あ
る
が
故
に
、
「
天
」
を
冠
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
北
欧
伝
説
の
大
樹
ユ
グ
ド
ラ
シ
ル
で
あ
ろ
う
。
『
エ
ッ
ダ
』
に
は
、
九
つ
の
世
界
、
九
つ
の
根
を
地
の
下
に
張
り
め
ぐ
ら
し
た
名
高
い
、
の
世
界
樹
を
、
わ
た
し
は
お
ぼ
え
て
い
る
。
（
巫
女
の
予
言
〔
二
〕
）
勝
　
俣
…
「
天
稚
御
子
像
」
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
か
　
す
る
と
、
ガ
ン
グ
レ
リ
が
い
っ
た
。
「
神
々
が
お
も
に
お
わ
す
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
薄
湿
は
い
ず
こ
に
あ
る
の
で
す
か
。
」
バ
ー
ル
は
答
え
た
。
「
そ
れ
は
、
樗
の
大
樹
ユ
グ
ド
ラ
シ
ル
の
そ
ば
な
の
だ
。
神
々
は
毎
日
そ
こ
で
裁
き
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
す
る
と
、
ガ
ン
グ
レ
リ
が
い
っ
た
。
「
こ
の
場
所
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
。
」
す
る
と
、
ハ
ー
ン
が
い
っ
た
。
「
そ
の
格
と
い
う
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
樹
の
中
で
い
ち
ば
ん
大
き
く
見
事
な
も
の
な
の
だ
。
そ
の
枝
は
全
世
界
の
上
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
て
、
天
の
上
に
つ
き
出
て
聾
え
て
い
る
。
三
つ
の
根
が
樹
を
支
え
て
、
遠
く
ま
で
の
び
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
一
つ
は
ア
ー
ス
神
の
と
こ
ろ
、
も
う
一
つ
の
根
は
霜
の
巨
人
の
と
こ
ろ
　
　
そ
こ
は
昔
奈
落
の
ロ
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
三
つ
目
の
が
ニ
ブ
ル
ヘ
イ
ム
の
上
に
あ
る
の
だ
。
」
大
樹
に
支
え
ら
れ
た
三
つ
の
世
界
と
い
う
考
え
は
、
大
樹
に
支
え
ら
れ
た
根
の
信
州
国
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
『
エ
ッ
ダ
』
で
は＝
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
五
十
五
号
一二
天
の
甕
え
る
尊
い
樹
の
下
に
、
ヘ
イ
ダ
ム
ル
の
角
笛
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
を
、
わ
た
し
は
知
っ
て
い
る
。
（
巫
女
の
予
言
〔
二
七
〕
）
と
あ
っ
て
、
世
界
滅
亡
の
折
に
、
危
険
を
告
げ
る
た
め
に
鳴
ら
さ
れ
る
角
笛
が
大
樹
ユ
グ
ド
ラ
シ
ル
の
下
に
あ
る
こ
と
が
歌
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
大
樹
の
根
で
支
え
ら
れ
た
根
の
堅
州
国
に
天
の
詔
琴
が
あ
る
こ
と
に
匹
敵
し
よ
う
。
勿
論
、
遠
く
時
代
も
地
理
も
離
れ
た
日
本
神
話
と
北
欧
神
話
が
相
互
に
影
響
関
係
に
あ
る
可
能
性
は
極
め
て
小
さ
い
（
B
）
。
し
か
し
、
人
間
の
発
想
法
、
神
話
的
思
考
法
の
類
似
に
よ
っ
て
、
大
樹
の
下
に
楽
器
が
あ
る
、
あ
る
い
は
大
樹
の
一
部
か
ら
楽
器
が
作
ら
れ
る
と
い
っ
た
類
似
し
た
発
想
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
さ
て
、
根
の
妻
戸
国
か
ら
、
琴
を
持
ち
帰
っ
た
大
穴
粛
学
神
が
大
国
主
神
と
名
を
変
え
て
、
「
胸
章
の
奥
津
宮
に
坐
す
神
、
多
紀
理
工
売
命
を
干
し
て
生
め
る
子
」
が
、
「
阿
魔
鉦
高
日
子
根
神
」
と
「
妹
高
比
売
命
、
亦
の
名
は
下
光
比
懇
命
」
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
「
下
光
比
売
命
」
と
結
婚
し
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
天
地
日
子
で
あ
る
。
こ
の
琴
を
持
ち
か
え
っ
て
地
上
の
支
配
者
と
な
っ
た
大
国
主
神
の
娘
と
結
婚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
若
日
子
も
間
接
的
に
琴
と
関
連
を
持
つ
よ
う
に
な
ろ
う
。
　
以
上
の
如
く
、
記
紀
神
話
に
お
い
て
も
、
天
若
日
子
と
大
樹
・
琴
の
関
係
が
朧
気
な
が
ら
浮
か
ん
で
来
る
。
そ
れ
故
、
当
該
の
大
樹
・
琴
・
天
稚
御
子
三
者
の
関
係
は
、
既
に
、
上
代
文
学
に
そ
の
骨
格
が
出
来
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
　
実
際
問
題
と
し
て
、
大
穴
牟
遅
参
の
根
国
訪
問
諌
と
、
中
世
小
説
「
あ
め
わ
か
み
こ
』
『
七
夕
』
は
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
　
古
事
記
の
該
当
部
分
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
喚
び
入
れ
て
、
其
の
蛇
の
室
に
寝
し
め
た
ま
ひ
き
。
是
に
其
の
妻
須
勢
理
毘
売
命
、
蛇
の
比
礼
を
其
の
夫
に
授
け
て
云
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
其
の
蛇
咋
は
む
と
せ
ば
、
此
の
比
礼
を
三
た
び
挙
り
て
打
ち
援
ひ
た
ま
へ
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
故
、
教
の
如
せ
し
か
ば
、
蛇
自
ら
静
ま
り
き
。
故
、
葺
く
寝
て
出
で
た
ま
ひ
き
。
亦
来
る
日
の
夜
は
、
呉
公
と
蜂
と
の
室
に
入
れ
た
ま
ひ
し
を
、
且
呉
公
署
の
富
盛
を
授
け
て
、
先
の
善
教
へ
た
ま
ひ
き
。
故
、
帯
く
出
で
た
ま
ひ
き
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
七
夕
系
『
あ
め
わ
か
み
こ
」
の
本
文
で
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
（
引
用
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
七
夕
の
由
來
』
に
拠
る
。
）
　
お
に
…
…
四
方
を
と
ち
た
る
く
ら
を
開
け
れ
ば
、
長
三
丈
計
な
る
む
か
て
千
万
、
く
ら
よ
り
は
ひ
た
り
。
い
た
は
し
け
も
な
く
、
姫
君
を
と
っ
て
、
く
ら
の
う
ち
へ
な
け
入
て
、
を
の
れ
は
蔵
の
前
に
、
ば
ん
を
し
て
み
た
り
け
れ
。
む
か
て
…
…
人
か
の
か
う
は
し
き
こ
と
を
よ
ろ
こ
ひ
、
姫
君
の
御
手
足
に
と
り
つ
き
け
る
を
、
か
の
袖
を
も
つ
て
三
と
学
習
へ
は
お
そ
れ
て
さ
ら
に
は
た
ら
か
す
、
む
か
て
の
あ
し
な
へ
、
魚
の
く
か
に
あ
か
れ
る
こ
と
く
に
て
、
い
き
つ
き
か
ね
た
る
有
様
な
り
。
…
…
又
あ
る
く
ら
を
あ
け
け
れ
は
、
た
け
一
言
は
か
り
な
る
く
ち
な
は
を
数
千
疋
こ
め
を
き
た
り
。
「
こ
の
く
ら
へ
を
し
い
れ
ん
」
と
て
、
行
け
る
に
、
な
を
し
の
袖
を
ひ
そ
か
に
と
り
い
た
し
給
へ
は
、
く
ち
な
は
と
も
、
こ
れ
を
見
て
か
う
へ
を
さ
け
、
夏
の
天
に
あ
へ
る
み
・
つ
の
こ
と
く
、
…
…
　
七
夕
系
に
お
い
て
、
天
上
世
界
を
訪
れ
た
姫
君
に
対
し
て
、
天
端
御
子
の
父
で
あ
る
鬼
か
ら
、
種
々
の
難
題
が
出
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
百
足
の
室
や
蛇
の
蔵
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
場
面
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
ま
さ
に
古
事
記
の
大
穴
牟
遅
神
が
、
速
須
佐
之
男
命
か
ら
与
え
ら
れ
た
試
練
に
相
当
す
る
。
そ
の
上
、
そ
の
百
足
や
蛇
の
害
を
防
ぐ
た
め
に
天
稚
御
子
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
天
稚
御
子
の
袖
」
は
、
大
穴
牟
破
風
が
軍
勢
理
面
容
か
ら
与
え
ら
れ
た
ヒ
レ
に
該
当
す
る
。
三
度
振
っ
て
害
を
払
う
の
も
、
全
く
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
既
に
指
摘
が
あ
る
が
、
中
世
小
説
『
た
な
ぼ
た
』
と
、
古
事
記
の
大
穴
牟
遅
神
の
根
国
訪
問
課
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
（
猛
）
。
　
さ
ら
に
言
え
ば
、
「
七
夕
」
で
、
姫
君
が
、
野
原
へ
千
頭
の
牛
を
連
れ
て
い
き
、
草
を
食
ま
せ
て
、
牛
舎
に
返
す
と
い
う
難
題
を
課
せ
ら
れ
た
の
も
、
大
穴
牟
遅
番
の
神
話
と
の
関
連
を
見
い
だ
せ
る
。
こ
れ
は
、
本
来
、
彦
星
の
仕
事
で
あ
っ
た
牛
飼
い
の
仕
事
が
、
姫
君
の
難
題
に
転
嫁
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
三
谷
栄
一
氏
の
指
摘
が
正
し
い
だ
ろ
う
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
三
谷
氏
は
、
「
七
夕
」
が
「
古
今
集
注
』
巻
落
の
「
銀
河
紅
葉
を
橋
に
わ
た
せ
ば
や
織
女
つ
め
の
侠
を
し
も
き
つ
」
の
注
に
掲
載
さ
れ
た
乾
陸
魏
長
者
潭
に
由
来
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
の
乾
許
諾
長
者
課
で
は
、
当
該
部
分
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
　
梵
天
王
…
…
わ
れ
に
千
頭
の
牛
あ
り
。
そ
れ
を
七
日
が
あ
ひ
だ
ひ
き
か
は
ん
や
。
さ
ら
ば
彼
女
に
あ
ふ
事
を
ゆ
る
す
べ
し
」
…
…
彦
星
は
七
日
千
頭
牛
を
ひ
き
か
ひ
け
れ
ば
、
彦
星
を
ば
牽
牛
と
云
也
。
一
方
、
「
七
夕
」
は
、
次
の
如
く
作
る
。
千
疋
の
う
し
の
我
ま
・
に
は
な
る
へ
き
。
」
と
…
…
か
な
し
み
給
ふ
。
「
ま
こ
と
や
き
・
し
こ
と
あ
り
。
「
あ
め
わ
か
み
こ
。
』
と
た
に
と
な
ふ
れ
は
、
よ
う
つ
の
し
や
う
け
を
ま
ぬ
か
る
・
と
聞
え
け
ん
物
を
。
」
と
て
、
牛
や
の
ま
へ
に
て
、
「
あ
め
わ
か
み
こ
く
」
と
と
な
へ
給
へ
は
、
千
ひ
き
の
う
し
と
も
の
へ
に
出
て
、
お
も
ふ
ま
・
に
草
を
は
み
て
、
又
も
と
の
う
し
ゃ
に
た
ち
か
へ
り
ぬ
…
…
　
乾
衆
心
長
者
謳
で
は
、
単
に
「
彦
星
は
七
日
千
頭
牛
を
ひ
き
か
」
う
の
み
で
あ
っ
た
の
に
、
「
七
夕
」
で
は
、
何
故
、
姫
君
は
、
「
牛
を
野
へ
に
つ
れ
行
、
草
を
か
ふ
」
の
か
。
こ
れ
も
、
大
穴
牟
遅
神
の
根
国
訪
問
潭
で
の
試
練
と
突
き
合
わ
せ
る
と
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
根
国
訪
問
課
で
は
、
蛇
や
呉
公
の
試
練
の
後
、
次
の
如
き
描
写
が
見
ら
れ
た
。
　
亦
鳴
鏑
を
大
野
の
中
に
射
入
れ
て
、
其
の
矢
を
採
ら
し
め
た
ま
ひ
き
。
故
、
其
の
野
に
入
り
し
時
、
即
ち
火
を
以
ち
て
其
の
野
を
廻
し
焼
き
き
。
是
に
出
で
む
所
を
知
ら
ざ
る
間
に
、
鼠
来
て
云
ひ
け
ら
く
、
「
内
は
富
良
種
良
、
外
は
二
夫
須
夫
。
」
と
い
ひ
き
。
如
此
言
へ
る
故
に
、
其
処
を
踏
み
し
か
ば
、
落
ち
て
隠
り
入
り
し
問
に
火
は
焼
け
過
ぎ
き
。
爾
に
其
の
鼠
、
其
の
鳴
鏑
を
咋
ひ
持
ち
て
、
出
で
来
て
奉
り
き
。
其
の
矢
の
羽
は
、
其
の
鼠
の
子
等
皆
喫
ひ
つ
。
…
…
爾
に
其
の
矢
を
持
ち
て
奉
り
し
時
、
　
き
し
ん
い
ふ
や
う
、
「
我
此
ほ
と
し
も
っ
か
へ
な
く
し
て
、
千
疋
の
う
し
と
も
の
う
へ
に
の
ぞ
み
し
な
り
。
西
翠
を
野
へ
に
つ
れ
行
、
草
を
か
ふ
へ
し
。
さ
な
く
は
、
い
の
ち
を
う
し
な
は
ん
。
」
と
せ
め
け
れ
は
、
…
…
「
…
…
せ
め
て
五
疋
三
ひ
き
な
ら
は
、
い
か
に
も
つ
れ
て
い
つ
へ
き
に
、
　
右
の
記
述
で
は
、
野
に
射
た
矢
を
無
事
に
持
っ
て
帰
る
こ
と
が
難
題
と
し
て
課
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
七
夕
』
で
は
、
「
牛
を
野
へ
に
つ
れ
行
、
草
を
か
」
い
、
さ
ら
に
、
「
も
と
の
う
し
ゃ
に
た
ち
か
へ
」
る
こ
と
が
難
題
と
し
て
課
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
矢
と
牛
と
で
異
な
る
と
は
言
え
、
ど
ち
ら
も
勝
　
俣
”
「
天
稚
御
子
像
」
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
一三
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
五
十
五
号
一四
一
端
野
へ
出
た
も
の
を
、
ま
た
許
の
場
所
へ
無
事
に
持
ち
帰
る
（
連
れ
帰
る
）
点
で
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
三
谷
栄
一
氏
の
論
の
如
く
、
乾
陸
魏
長
者
謳
が
、
『
七
夕
』
の
基
に
な
っ
た
こ
と
は
大
筋
で
認
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
『
七
夕
」
で
、
姫
君
へ
の
難
題
と
し
て
牛
を
野
へ
連
れ
て
行
き
、
無
事
に
牛
舎
へ
戻
す
こ
と
が
出
て
く
る
の
は
、
大
穴
牟
遅
神
の
根
国
訪
問
潭
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
分
か
り
や
す
い
と
考
え
る
。
直
前
に
出
て
く
る
蛇
の
室
、
呉
公
の
室
の
記
述
と
並
ん
で
出
て
く
る
野
中
の
矢
を
無
事
に
探
し
て
持
ち
帰
る
記
述
が
、
「
七
夕
」
の
作
者
に
影
響
を
与
え
た
だ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
れ
に
し
て
も
、
何
故
、
大
穴
牟
傷
神
の
根
国
訪
問
諌
の
説
話
が
『
七
夕
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
急
撃
で
検
討
し
た
い
。
四
、
「
七
夕
』
と
七
夕
伝
説
の
関
係
　
此
の
点
に
つ
い
て
は
、
出
雲
朝
子
氏
が
、
注
目
す
べ
き
発
言
を
さ
れ
て
い
る
§
。
氏
は
当
該
の
下
照
姫
の
歌
が
中
世
の
知
識
階
級
の
問
で
、
天
稚
彦
の
妻
の
歌
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
特
に
古
今
集
の
仮
名
序
の
古
注
に
あ
っ
た
た
め
、
権
威
づ
け
ら
れ
、
そ
の
注
釈
が
多
く
行
わ
れ
た
こ
と
が
関
係
す
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
中
世
の
知
識
階
級
に
あ
っ
て
は
、
大
国
主
神
が
天
稚
彦
の
父
で
あ
る
と
い
う
観
念
が
普
遍
的
に
あ
っ
た
か
ら
、
古
事
記
の
根
国
訪
問
課
と
の
関
わ
り
も
出
て
く
る
と
言
わ
れ
る
。
基
本
的
に
首
肯
で
き
よ
う
。
　
中
世
に
お
い
て
、
古
今
集
の
権
威
は
絶
大
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
仮
名
序
で
、
　
こ
の
う
た
、
あ
め
つ
ち
の
、
ひ
ら
け
は
じ
ま
り
け
る
時
よ
り
、
い
で
き
に
け
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
世
に
つ
た
は
る
こ
と
は
、
ひ
さ
か
た
の
あ
め
に
し
て
は
、
し
た
て
る
ひ
め
に
は
じ
ま
り
、
と
あ
れ
ば
、
そ
の
歌
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
「
し
た
て
る
ひ
め
」
の
歌
が
注
目
を
集
め
な
い
訳
は
な
い
。
そ
し
て
、
「
し
た
て
る
ひ
め
」
の
夫
で
あ
る
天
稚
彦
や
、
「
し
た
て
る
ひ
め
」
の
父
で
あ
る
大
国
主
命
も
、
当
然
注
目
を
集
め
る
は
ず
で
、
そ
れ
が
、
大
国
主
命
、
即
ち
大
穴
牟
遅
神
の
根
国
訪
問
潭
と
の
関
わ
り
を
齎
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
大
い
に
有
り
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
さ
ら
に
、
記
紀
神
話
の
天
若
日
子
（
天
稚
彦
）
の
物
語
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
七
夕
伝
説
と
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
描
写
の
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
が
、
出
雲
氏
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
下
中
姫
が
「
を
と
た
な
ば
た
」
の
歌
詞
を
通
し
て
、
織
女
星
と
同
一
視
さ
れ
、
そ
の
夫
で
あ
る
天
稚
彦
も
必
然
的
に
彦
星
に
比
定
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
故
、
乾
陸
魏
説
話
の
彦
星
を
逆
に
天
稚
彦
に
変
え
れ
ば
、
所
謂
『
天
稚
彦
物
語
」
が
成
立
す
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
見
解
も
恐
ら
く
正
鵠
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
七
夕
と
天
稚
御
子
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
民
俗
学
的
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
多
か
っ
た
が
、
出
雲
氏
の
中
世
の
古
今
集
の
注
釈
書
等
に
見
ら
れ
る
解
釈
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
よ
り
説
得
力
の
あ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
天
稚
彦
（
天
稚
御
子
）
が
七
夕
の
彦
星
に
比
定
さ
れ
る
の
が
、
中
世
に
入
っ
て
か
ら
か
否
か
は
、
一
該
に
言
え
な
い
面
を
持
と
う
。
　
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
既
に
宇
津
保
物
語
に
も
、
天
稚
御
子
と
織
女
が
並
ん
で
登
場
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
村
忠
行
氏
は
、
次
の
如
く
述
べ
る
（
・
6
）
。
　
し
か
も
尚
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
天
稚
御
子
が
織
女
と
関
係
を
以
て
語
ら
れ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
う
し
て
そ
れ
は
室
町
時
代
に
な
っ
た
と
思
は
れ
る
天
稚
御
子
に
、
二
種
の
「
天
稚
御
子
物
語
」
が
あ
っ
て
、
と
も
に
七
夕
傳
説
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
語
ら
れ
て
み
る
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
天
稚
御
子
を
牽
牛
に
附
會
し
た
傳
説
が
他
に
あ
り
、
更
に
こ
れ
を
罪
な
る
天
人
と
し
て
み
る
様
な
こ
と
が
、
は
や
く
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
尤
も
天
稚
御
子
を
牽
牛
に
附
會
し
た
屡
説
の
萌
芽
と
み
る
べ
き
も
の
は
、
古
事
記
に
於
け
る
天
若
日
子
と
高
比
責
と
の
唱
和
、
「
天
な
る
や
弟
棚
機
の
…
…
」
の
う
ち
に
も
見
出
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
さ
う
し
た
傳
説
が
他
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
所
傳
は
可
成
り
古
い
時
代
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
琴
と
の
結
び
つ
き
な
ど
も
案
外
存
し
て
み
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
引
用
文
中
、
「
天
若
日
子
と
高
比
費
と
の
唱
和
」
と
あ
る
の
は
、
「
阿
遅
志
貴
高
日
子
根
神
」
と
「
天
若
日
子
」
を
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
天
若
日
子
と
七
夕
伝
説
と
の
付
会
伝
説
が
、
か
な
り
古
い
も
の
で
な
い
か
と
い
う
指
摘
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
　
記
紀
の
記
述
で
は
、
下
照
姫
と
阿
遅
志
貴
高
日
子
根
神
が
、
織
女
と
彦
星
の
関
係
に
あ
る
と
言
え
ば
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
下
照
姫
と
天
稚
彦
（
天
若
日
子
）
が
夫
婦
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
世
の
注
釈
書
を
待
た
ず
に
、
天
若
日
子
が
彦
星
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
十
分
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
　
重
畳
御
子
は
、
楽
器
の
妙
音
、
就
中
、
琴
の
妙
音
に
対
し
て
天
降
る
天
人
で
あ
る
が
、
七
夕
に
琴
を
演
奏
す
る
と
い
う
習
慣
は
古
く
か
ら
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
耳
）
。
天
稚
系
に
お
い
て
、
天
稚
御
子
の
再
来
は
、
若
君
三
歳
（
写
本
に
よ
っ
て
、
五
歳
、
七
歳
も
あ
る
が
、
種
々
の
点
か
ら
、
三
歳
が
本
来
の
も
の
と
言
え
る
（
1
8
）
O
）
の
七
夕
の
日
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
古
く
、
七
夕
に
天
稚
御
子
が
天
降
る
と
い
う
伝
承
を
踏
ま
え
た
記
述
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
　
七
月
七
日
は
、
古
く
か
ら
、
こ
の
歪
な
ら
ぬ
異
郷
の
住
人
と
出
会
え
る
日
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
玲
）
。
ま
た
、
下
墨
姫
の
歌
が
中
世
の
解
釈
を
待
た
ず
と
も
、
七
夕
伝
説
そ
の
も
の
を
上
代
か
ら
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
角
革
志
貴
高
日
子
根
神
が
盆
っ
て
飛
び
去
っ
た
時
、
高
比
売
卜
、
即
ち
下
弦
姫
が
、
其
の
御
名
を
顕
わ
そ
う
と
し
て
歌
っ
た
歌
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
天
な
る
や
穴
玉
は
や
（
古
事
記
）
弟
棚
機
の
　
項
が
せ
る
　
玉
の
御
統
　
御
統
に
み
谷
　
二
渡
ら
す
　
阿
遅
志
貴
高
　
日
子
根
神
ぞ
　
こ
の
歌
は
、
書
紀
の
歌
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
七
夕
伝
説
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
「
天
な
る
や
　
弟
棚
機
の
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
天
上
世
界
の
織
女
が
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
阿
遅
霜
（
志
貴
）
高
日
子
根
神
」
と
い
う
名
義
は
、
「
立
派
な
釦
の
、
高
く
輝
く
太
陽
の
子
」
（
西
宮
一
民
氏
「
神
名
の
釈
義
」
「
集
成
古
事
記
』
所
収
に
拠
る
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
立
派
な
鋤
が
唐
鋤
で
あ
れ
ば
、
牛
馬
に
牽
か
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
牽
牛
星
と
の
距
離
は
極
め
て
近
く
な
る
。
味
霜
高
彦
根
神
が
、
天
上
界
で
輝
く
神
で
あ
る
こ
と
は
通
常
、
雷
神
の
特
徴
と
さ
れ
、
確
か
に
、
そ
う
し
た
解
釈
も
可
能
で
あ
る
が
、
牽
牛
星
の
輝
き
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
不
可
能
で
は
な
い
。
仮
に
弟
棚
機
が
織
女
星
、
味
霜
高
彦
根
神
が
牽
牛
星
を
表
わ
す
の
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
七
夕
伝
説
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。
　
宇
津
保
物
語
で
、
天
質
御
子
と
織
女
が
並
ん
で
現
わ
れ
る
の
も
、
か
な
り
古
く
か
ら
、
下
照
姫
が
七
夕
の
織
女
と
混
同
さ
れ
、
一
方
、
同
母
兄
の
重
言
志
貴
高
日
子
根
神
や
、
こ
の
神
と
良
く
似
た
夫
の
天
若
日
子
が
、
七
夕
の
彦
星
に
比
定
さ
れ
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
勝
　
俣
”
「
天
稚
御
子
像
」
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
蓋
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
五
十
五
号
一六
　
た
と
え
そ
う
で
な
く
て
も
、
『
七
夕
』
の
作
者
が
、
当
該
部
分
か
ら
七
夕
伝
説
を
直
に
想
起
し
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
中
世
の
知
識
人
の
解
釈
を
待
た
な
く
て
も
良
い
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
世
小
説
『
七
夕
』
と
記
紀
神
話
の
大
穴
牟
遅
神
・
天
若
日
子
（
天
稚
彦
）
の
物
語
は
、
想
像
以
上
に
深
い
関
係
を
持
つ
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
ろ
う
（
・
。
）
。
ま
た
、
中
世
小
説
『
あ
め
わ
か
み
こ
」
並
び
に
「
七
夕
』
と
も
、
本
文
自
体
の
考
察
を
さ
ら
に
精
密
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
今
回
は
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
を
述
べ
る
に
止
め
て
お
き
た
い
。
注
結
び
　
以
上
（
記
紀
神
話
の
天
業
日
子
（
天
稚
彦
）
と
そ
の
後
の
文
学
に
現
わ
れ
る
天
界
御
子
の
関
係
に
つ
い
て
、
下
立
姫
の
歌
、
大
穴
牟
遅
神
の
根
国
訪
問
潭
、
大
樹
伝
説
、
琴
、
妙
音
に
天
降
る
音
楽
神
の
モ
チ
ー
フ
、
七
夕
伝
説
等
と
の
関
わ
り
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
　
そ
の
結
果
、
音
楽
神
天
稚
御
子
の
モ
チ
ー
フ
は
、
記
紀
神
話
の
中
に
も
、
あ
る
程
度
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
室
町
時
代
の
「
あ
め
わ
か
み
こ
」
天
稚
系
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
一
方
、
七
夕
系
で
、
天
界
御
子
が
彦
星
と
付
会
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
古
く
か
ら
、
下
骨
導
が
織
女
に
比
定
さ
れ
た
た
め
に
、
夫
の
天
稚
彦
が
彦
星
に
比
定
さ
れ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
、
出
雲
朝
子
氏
の
論
の
よ
う
に
、
中
世
の
知
識
人
の
解
釈
に
拠
っ
て
、
そ
う
し
た
付
会
が
な
さ
れ
た
と
見
な
す
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
論
じ
た
。
天
稚
系
は
音
楽
神
の
要
素
を
、
七
夕
系
は
、
彦
星
の
要
素
を
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
な
が
ら
、
七
夕
に
係
わ
る
と
い
う
点
で
は
、
相
互
に
僅
か
と
は
言
え
交
渉
も
行
い
な
が
ら
、
天
稚
御
子
像
が
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
便
ち
、
上
代
文
学
の
天
若
日
子
（
天
稚
彦
）
像
と
中
古
以
降
、
中
世
小
説
『
あ
め
わ
み
こ
」
「
七
夕
」
に
至
る
天
綴
御
子
像
は
、
確
か
に
繋
が
り
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
民
俗
学
的
な
面
か
ら
の
考
察
は
今
回
は
省
略
し
た
が
、
当
然
、
行
う
べ
き
で
（
1
）
引
用
は
、
古
典
大
系
本
に
拠
る
。
以
下
、
日
本
書
紀
・
祝
詞
・
狭
衣
物
語
・
梁
塵
　
秘
抄
等
も
同
じ
。
（
2
）
古
今
集
仮
名
序
の
古
注
は
、
何
時
成
立
し
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
仮
名
序
　
成
立
か
ら
程
遠
く
な
い
時
期
に
作
ら
れ
た
も
の
と
い
う
前
提
で
論
じ
た
い
。
前
提
　
を
覆
す
資
料
が
見
つ
か
れ
ば
、
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
（
3
）
引
用
は
、
室
城
秀
之
氏
「
う
つ
ほ
物
語
　
全
』
お
う
ふ
う
、
平
成
七
年
十
月
刊
に
　
拠
る
。
（
4
）
大
系
本
「
狭
衣
物
語
』
の
補
注
四
七
に
拠
る
。
（
5
）
「
小
夜
衣
』
の
引
用
は
、
古
典
文
庫
本
に
拠
る
。
（
6
）
三
谷
栄
一
氏
「
天
才
御
子
の
物
語
と
七
夕
物
語
」
（
「
物
語
文
学
史
論
』
、
有
精
堂
　
出
版
、
昭
和
四
十
年
十
月
）
に
拠
る
。
（
7
）
拙
稿
「
申
世
小
説
『
あ
め
わ
か
み
こ
』
の
本
文
に
関
す
る
一
考
察
I
」
慶
応
大
学
　
蔵
「
雨
わ
か
み
こ
』
に
つ
い
て
一
」
（
静
岡
大
学
人
文
学
部
「
国
文
談
話
会
報
』
　
　
二
六
号
）
・
「
中
世
小
説
「
あ
め
わ
か
み
こ
』
と
散
逸
物
語
「
夢
ゆ
ゑ
物
思
ふ
』
　
　
（
「
国
語
と
教
育
』
第
十
三
号
、
長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会
、
昭
和
六
三
年
十
一
月
）
・
　
　
「
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
あ
め
わ
か
み
こ
』
の
翻
刻
及
び
解
題
」
（
長
崎
大
学
　
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
第
三
八
号
、
平
成
元
年
三
月
）
・
中
世
小
説
「
あ
　
め
わ
か
み
こ
』
天
晶
系
研
究
の
現
在
（
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
五
三
号
、
平
成
八
年
六
月
）
等
（
8
）
神
田
典
城
氏
「
高
木
神
の
性
格
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
」
（
『
古
事
記
年
報
』
二
四
号
、
　
　
昭
和
五
七
年
一
月
）
（
9
）
拙
稿
「
大
樹
伝
説
と
琴
」
（
長
崎
大
学
事
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
第
四
五
号
、
　
　
平
成
四
年
六
月
）
（
1
0
）
拙
稿
「
木
国
と
根
国
一
大
穴
牟
遅
神
の
根
国
訪
問
課
に
関
し
て
－
一
⊥
（
「
廻
文
』
　
　
十
九
号
、
愛
媛
大
学
法
文
学
部
国
語
国
文
学
会
、
昭
和
五
入
年
九
月
）
．
「
「
自
嚇
「
木
　
　
俣
一
漏
逃
」
の
曲
解
十
一
大
穴
牟
遅
神
の
根
国
訪
問
謳
に
関
し
て
一
」
（
「
古
　
　
事
記
年
報
』
二
六
号
、
昭
和
五
九
年
一
月
）
・
「
大
穴
金
替
神
の
根
国
訪
問
謹
の
本
　
　
文
に
つ
い
て
」
（
「
古
典
文
学
研
究
』
創
刊
号
、
長
崎
大
学
古
典
文
学
研
究
会
、
平
　
　
成
四
年
十
一
月
）
（
1
1
）
拙
稿
「
大
樹
伝
説
に
見
ら
れ
る
宇
宙
樹
的
要
素
と
生
命
の
水
一
雄
略
記
百
枝
槻
　
　
の
条
を
中
心
と
し
て
一
」
（
「
静
大
国
文
』
第
二
九
号
、
静
岡
大
学
人
文
学
部
国
　
　
文
談
話
会
、
昭
和
五
九
年
二
月
）
等
（
1
2
）
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
（
堀
一
郎
訳
、
冬
樹
社
、
昭
和
　
　
五
六
年
九
月
）
（
1
3
）
「
エ
ッ
ダ
」
の
引
用
は
、
「
エ
ッ
ダ
ー
ー
古
代
北
欧
歌
謡
集
i
一
』
（
谷
口
幸
男
氏
　
　
訳
、
新
潮
社
、
昭
和
四
入
年
八
月
に
拠
る
）
な
お
、
山
下
太
郎
氏
は
、
そ
の
著
　
　
「
北
欧
神
話
と
日
本
神
話
』
（
フ
マ
ニ
タ
ス
選
書
三
五
、
北
樹
出
版
、
平
成
三
年
九
月
）
　
　
で
、
北
欧
と
日
本
の
神
話
の
類
似
を
指
摘
さ
れ
、
内
陸
ア
ジ
ア
の
遊
牧
騎
馬
民
族
　
　
が
、
神
話
伝
達
を
仲
介
し
た
可
能
性
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
吉
田
敦
彦
氏
「
日
本
　
　
神
話
と
印
欧
神
話
』
（
弘
文
堂
、
昭
和
四
九
年
十
一
月
）
と
視
点
は
似
る
が
、
興
　
　
味
深
い
説
で
あ
る
。
但
し
、
筆
者
は
、
日
本
神
話
と
北
欧
神
話
の
類
似
は
伝
搬
で
　
　
は
な
く
、
人
類
の
思
考
の
類
似
性
が
齎
し
た
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
氏
は
、
高
　
　
木
神
と
ユ
グ
ド
ラ
シ
ル
の
関
連
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
点
、
注
目
さ
れ
る
。
（
1
4
）
古
く
、
古
川
躬
行
「
訂
正
考
古
画
譜
』
巻
一
、
平
出
鰹
二
郎
氏
『
室
町
時
代
小
説
　
　
集
』
、
野
々
口
精
一
氏
「
天
稚
彦
物
語
の
本
源
ー
ギ
リ
シ
ャ
の
「
愛
と
心
」
一
　
　
1
」
（
「
帝
国
文
学
』
十
六
巻
十
五
号
、
明
治
四
三
年
十
月
）
に
指
摘
が
あ
る
。
（
1
5
）
出
雲
朝
子
氏
「
「
天
稚
彦
物
語
』
と
七
夕
二
星
」
（
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
　
　
第
四
二
輯
、
昭
和
六
三
年
十
一
月
）
（
1
6
）
「
宇
津
保
物
語
・
豊
国
の
漂
流
諌
の
素
材
と
其
の
構
成
（
二
）
」
「
台
大
文
学
』
第
　
　
五
巻
第
一
号
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
）
（
1
7
）
正
道
寺
康
子
氏
「
「
う
つ
ほ
物
語
』
に
お
け
る
七
夕
－
琴
と
の
関
係
を
中
心
に
　
　
I
I
」
「
現
代
社
会
文
化
研
究
』
第
一
号
、
新
潟
大
学
大
学
院
現
代
社
会
文
化
硬
　
　
究
科
、
平
成
六
年
十
二
月
）
（
1
8
）
拙
稿
「
高
松
宮
御
所
蔵
『
七
夕
の
草
紙
』
の
翻
刻
及
び
解
題
」
（
新
居
浜
工
業
高
　
　
専
紀
要
人
文
科
学
編
第
十
八
巻
、
昭
和
五
七
年
一
月
置
（
1
9
）
小
南
一
郎
氏
「
西
王
母
と
七
夕
伝
承
」
「
中
国
の
神
話
と
物
語
』
所
収
（
岩
波
書
　
　
店
、
昭
和
五
九
年
二
月
）
・
拙
稿
「
浦
島
伝
説
の
淵
源
」
（
「
国
語
と
国
文
学
』
七
　
　
三
巻
十
号
、
平
成
八
年
十
月
）
（
2
0
）
民
俗
学
的
研
究
を
含
む
も
の
と
し
て
は
、
土
井
光
知
氏
・
松
前
健
氏
・
大
島
建
彦
　
　
氏
・
守
屋
俊
彦
氏
・
南
里
み
ち
千
丁
・
市
岡
真
理
氏
・
松
浪
久
子
氏
等
に
御
論
考
　
　
が
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
言
及
を
避
け
た
。
ま
た
の
機
会
に
論
じ
て
み
　
　
た
い
。
勝
　
俣
”
「
天
稚
御
子
像
」
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
一七
